




生活支援コーディネーターの役割を知って協働しよう！
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◆“地域住民の方々との連携や互助による支えあいの支
　  援”が大切
◆“地域資源を知っていただき、継続していく”ことが
　   必要　
　活動目標を立案する中で、目標設定においても、自宅内だ
けでなく、知人宅やスーパーなど地域での生活場面を想定
し、生活歴や地域特性を踏まえて「何のために取り組むの
か」を考えるようになりました。　
　病棟勤務時代、『ショッピングモールへ買い物にいけるよ
うになりたい』という方がいらっしゃいました。その時は、
安定した歩行能力等、身体機能の向上を主に意識していまし
た。しかし、現在では、多くの人が行き交う環境での移動、
休憩場所の確保、荷物の運搬、外出先でのトイレ動作など、
非日常空間での生活動作をより具体的に想定するようになり
ました。

●生活支援コーディネーターを経験して変わったこと●生活支援コーディネーターを経験して変わったこと

　介護保険制度が逼迫する中、医療機関、介護事業所、企業、そして地域住民が役割を分担
しながら支え合うことが、本人の自立した生活支援につながり、ひいては市町村の活性化に
も寄与すると考えています。
　また、生活支援コーディネーターの役割は、作業療法士が大切にしてきた「生活」「作業」
「その人らしさ」を、地域全体で支える仕組みづくりとも言えます。ぜひ、生活支援コー
ディネーターを地域における協働パートナーとして、地域の相談窓口として活用し、作業療
法士の専門性を地域生活の場で発揮していただければ幸いです。

●作業療法士の皆さまへメッセージ●作業療法士の皆さまへメッセージ

◆ 切れ目のない支援をおこなうために　 
　退院時に医療機関スタッフの方々から、“本人が目指す地
域での生活・性格特性や価値観・生活上の注意点“といった
情報を共有していただけることが非常に有用です。　
　また、退院後の生活に不安がある場合には、予後予測を共
有いただくことで、多職種が共通認識を持ち、具体的な支援
内容を検討しやすくなります。

●医療⇔介護連携●医療⇔介護連携


